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当該技術は農林水産省委託事業「食料生産地域再生のための先端技術展開事業」の成果です。 

高濃度炭酸ガス処理を行うことで以下の効果が期待されます。 
・化学農薬に抵抗性のある害虫の防除が可能です。 
・慣行栽培と比較して育苗期の化学農薬の削減が可能。併せて本ぽでの化学 
 農薬の削減も期待できます。 
・処理ムラがなく、苗の隅々まで害虫の防除が可能です。 
 

技術の概要 

期待される効果 

 野菜苗を処理装置内に入れ、一定の
温度に保ち、一定時間、高濃度炭酸ガ
ス処理することで、苗についた害虫を
防除する技術です。 
 炭酸ガス処理試験はイチゴとキュウ
リ、トマトを対象に行っています。既に、
イチゴのナミハダニでの農薬登録がさ
れており、イチゴのシクラメンホコリダ
ニでの農薬登録拡大やキュウリのワタ
アブラムシでの農薬登録申請が進めら
れています。 
 現在、バッグ方式の処理装置が市販
されていますが、この技術をさらに効
率よく行うために、炭酸ガス大量処理
装置が開発されました。この装置は、
一連の炭酸ガス処理作業を自動化し
たものです。操作盤で一連の作業の設
定ができ、自動で炭酸ガス処理するこ
とが可能です。 
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